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創
立
四
十
周
年
記
念
「
第
三
十
四
回
近
畿
南
種
子
会
総

会
」
に
際
し
ご
多
忙
の
所
、
南
種
子
町
及
び
町
各
種
団
体
、

ま
た
各
方
面
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
挙
行
出
来
ま
し

た
こ
と
、
皆
様
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

式
で
は
「
南
種
子
町
町
民
歌
」
を
全
員
で
斉
唱
、
梶
原

町
長
、
大
崎
議
長
、
各
種
四
団
体
長
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
、

南
種
子
町
の
現
況
と
町
政
の
成
行
き
を
拝
聴
し
、
故
郷
に

居
る
が
如
き
想
い
で
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

今
回
も
当
会
事
務
局
編
集
の
「
ふ
る
さ
と
を
映
像
で
見

る
」
を
鑑
賞
し
、
懇
親
会
で
元
参
議
院
議
員
、
峯
山
昭
範

先
生
の
乾
杯
の
音
頭
、
腹
話
術
で
（
関
初
美
さ
ん
＆
ケ
ン

ち
ゃ
ん
）
お
集
ま
り
の
皆
さ
ま
へ
種
子
島
弁
で
歓
迎
の
ご

挨
拶
が
あ
り
、
歌
手
島
津
朗
ヒ
ッ
ト
メ
ロ
デ
ィ
ー
、
若
井

ゆ
う
き
、
若
井
ぼ
ん
師
匠
の
漫
談
で
爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ

会
場
は
大
賑
や
か
と
な
り
ま
し
た
。 

歌
手
大
川
ゆ
り
シ
ョ
ー
、
続
い
て
、
手
作
り
花
冠
を
両

手
の
指
に
ホ
ワ
イ
ト
（
ふ
る
さ
と
の
白
い
雲
）
と
ブ
ル
ー

（
ふ
る
さ
と
の
空
と
海
）
を
填
め
（
ロ
ケ
ッ
ト
音
頭
、
種

子
島
カ
モ
ネ
音
頭
、
ハ
ン
ヤ
節
）
大
勢
の
踊
り
の
輪
が
で

き
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
最
高
齢
九
十
二
歳
男
性
の
方
、
梶
原

町
長
の
憧
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
に
途
中
か
ら
島
津
朗
、
ぼ
ん

師
匠
、
ト
リ
オ
で
熱
唱
、
歓
声
が
沸
き
あ
が
り
ま
し
た
。 

今
回
も
茎
南
、
西
野
、
島
間
、
中
平
、
平
山
各
校
歌
斉

唱
、
恒
例
と
な
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

町
か
ら
の
来
賓
者
七
名
の
方
に
こ
の
日
、
父
の
日
で
も

あ
り
関
初
美
さ
ん
よ
り
ハ
ン
カ
チ
チ
ー
フ
の
赤
の
薔
薇

奥
様
に
も
薔
薇
の
プ
チ
タ
オ
ル
の
進
呈
が
あ
り
ま
し
た
。 

お
集
ま
り
の
一
人
ひ
と
り
と
膝
を
交
え
て
親
し
く
歓
談

で
き
喜
び
一
杯
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
、
盛
り
上
り
は
最

高
潮
で
し
た
。 

閉
会
で
は
、
有
留
正
人
副
会
長
の
参
加
者
の
ご
健
勝
ご

多
幸
と
当
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
活
躍
を
祈
り
次
回
の

再
会
を
約
束
、
小
山
紀
一
郎
副
会
長
の
万
歳
三
唱
で
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。 

最
後
に
ご
臨
席
戴
い
た
ご
来
賓
各
位
並
び
に
こ
の
催

し
に
ご
協
力
頂
い
た
役
員
一
同
及
び
関
係
各
位
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

近
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南
種
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会 

会
長 

大
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